
美術科学習指導案 

世羅町立世羅中学校 千葉 敦 

１ 対象学年  第１学年Ｂ組 男子 18 名 女子 10 名 計 28 名 

２ 題 材 名  自然を生かして 

３ 題材について 

○題材観 人間は様々な自然物に注目しながら道具や材料を見いだし、物をつくりあげてきた。しかし、現

代社会においては人間と自然との距離はかつてないほどに離れてしまった。とはいえ、自然素材の

もつよさや美しさが失われてしまったわけではない。いろいろな自然素材に触れたり、選び取った

りする活動を意図的に設定することで、自然素材の持つよさや自然物で造形活動することの楽しさ

を味わわせたい。 

○生徒観 本学級の生徒は事前に行ったアンケートによれば、今までリース作りの経験がある生徒は 28 人中

12 人、リースではなくてもどんぐりや木の実で工作をした経験がある生徒は 28 人中 19 人で、ほぼ

半数の生徒が何らかの形で自然物によるものづくりを経験している。しかし、周囲に豊かな自然が

ありながら、自然の中で遊び親しむ機会はますます減少している。 

生徒が自然の中へ出かけていき、自然の中で構想を練り、試行錯誤しながら造形活動を行うこと

が最良だと考えが、本校の状況では授業でそれを行うのは時間的に困難である。 

○指導観 そこで、生徒たちが自然物をもとに豊かに発想し作品づくりのイメージを広げることができるよ

うに、次のような指導方法の工夫改善を行なっていきたい。まず、発想の段階で生徒たちのイメー

ジをふくらませる手だてとして、パワーポイントによりいくつかの例を示し、考えさせたい。次に、

生徒同士の発想や工夫点から互いに学び合えるように、鑑賞の時間を取り入れたい。最後に、ホッ

トボンドでの接着という特性上、一度接着したら取り外しが困難なので、制作に入る前にアイデア

スケッチをさせ、構想を十分に練る時間を保障するとともに、素材をじっくり観察することが発想

につながり、そこから工夫につながっていくと考える。 

４ 題材の目標 

 自然物の素材感を感じ取り，試行錯誤しながら，材料の特性を生かした素朴さや親しみの感じられる造形

作品をつくることができる。 

 自然物やそれを使った造形物のよさや美しさを感じ取ったり，友達のいろいろな見方や感じ方や発想の仕

方などを学び取ったりすることができる。 

５ 題材の評価規準 

表         現 鑑      賞 

美術への関心・

意欲・態度 
発想や構想の能力 創造的な技能 

美術への関心

・意欲・態度 
鑑賞の能力 

①自然物のよさ

に関心をもち、

それを生かして

楽しく表現活動

に取り組もうと

している。 

 

①自然物のよさを

感じとり、形や構成

を工夫し、自分らし

く心豊かな表現の

構想ができる。 

②材料のもつ性質

や特質を豊かに味

わい多様に発想し

ている。 

①感性を働かせ、自

然物の特性を生か

した表現方法を創

意工夫し、美しく表

すことができる。 

②自分らしくより

よい表現をめざし

て試行錯誤をしつ

つ創意工夫してい

る。 

①自然物を使

ったデザイン

に関心をもち、

作品や造形物

のよさや美し

さを感じ取ろ

うとしている。

①自然物に親しみ、感性

を働かせてよさや美し

さ、表現の工夫などを味

わうことができる。 

②いろいろな見方や感じ

方や発想の仕方などを学

び取り、多様な表現のよ

さや美しさなどを感じ取

り味わうことができる。

 



６ 指導と評価の計画（全５時間） 

評          価 
次 学習内容（時数） 

関 発 創 鑑 評 価 規 準 評価方法 

１ 

 

 

つるを巻く（１） ◎  

 

◯ 

  ・自然物に興味をもって，楽しみなが

らつるを巻くことができる。 

・リースづくりの基本について理解し

ている。 

ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ 

行動観察 

２ 

 

 

木の実の取りつけ

（２） 本時１／２

◯  

 

◎ 

 

 

 

 

 

◯ 

 ・自然物を使った造形物に関心をもち、

よさや美しさを感じ取っている。 

・木の実などの素材感を生かしながら、

効果的に配置する構想を練ることが

できる。 

・自分らしくよりよい表現をめざし試

行錯誤をしつつ創意工夫している。 

ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ 

作品 

行動観察 

３ 

 

 

仕上げ（１）  ◯  

 

◎ 

 ・素材同士の組み合わせを工夫してい

る。 

・親しみのある素朴な感じの作品に仕

上げることができる。 

作品 

行動観察 

４ 作品の鑑賞（１）    ◎ ・自分や友達の作品を鑑賞し、表現の

工夫やよさを感じ取っている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

発言 

７ 本時の展開 

(1) 本時の目標 

 木の実などの特性を生かしながら、効果的に配置する構想を練り、自然素材を効果的に取りつける。 

(2) 観点別評価規準 

・自然物を使ったデザインに関心をもち、よさや美しさを感じ取ることができる。（鑑・関） 

・材料のもつ性質や特質を豊かに味わい多様に発想することができる。（発） 

・自分らしくよりよい表現をめざして試行錯誤をしつつ創意工夫している。（創） 

(3) 準備物 

 つる，素材（木の実など），スケッチブック，パソコン（説明用） 

(4) 学習の展開 

学 習 活 動 指導上の留意事項 評 価 規 準 評 価 方 法 

・ ５分間スケッチを行

う。 

基礎・基本の定着 

・ 描くことに集中させ

る。 

 

・ 観察しスケッチする

力などの基礎的な技

能を身につけてい

る。（創） 

 

・ 作品 

・ 行動観察 

 



・ 前時の学習を振り返

り、本時の学習目標

を確認する。 

指導のポイント１ 

 

 

 

 

＜着想の場＞ 

・ 木の実（素材）を観

察する。 

 

 

・ 実際に自分のつるに

置いてみる。 

＜発想の場＞ 

・ 他の生徒のやり方を

見て廻る。 

指導のポイント２ 

 

 

 

・ 木の実の配置のしか

たを考え、アイデア

スケッチをする。 

指導のポイント３ 

 

・ パワーポイントによ

り、木の実の配置の

いくつかの例を見

せ、自分の作品に生

かすためのイメージ

をふくらませること

ができるようにす

る。 

 

・ 多様な材料から発想

させるようにする。 

 

 

 

 

 

・ 自分にはない工夫を

しているところなど

に気をつけて鑑賞さ

せるようにする。 

 

 

・ 他の生徒の方法も参

考にしていろいろな

角度から観察し、ど

のように使えば効果

的か考えさせる。 

 

・ 自分で準備しようと

思うものがあればも

ってくるようにさせ

る。 

 

・ 自然物を使ったデザ

インに関心をもち、

よさや美しさを感じ

取ることができる。

（鑑・関①） 

 

 

 

 

・ 材料のもつ性質や特

質を豊かに味わい多

様に発想することが

できる。（発②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自分らしくよりよい

表現をめざして試行

錯誤をしつつ創意工

夫している。（創②） 

・ 行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ アイデアスケッチ

・ 作品 

・ 行動観察 

 

 

 

 

 

・ あとかたづけを行

う。 

・ 次時の予告を聴く。 

・ 班ごとに所定の位置

にかたづける。 

 

・ 協力してできてい

る。（関） 

 

 

・ 行動観察 

 

 

 


